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ぼ
し
ゅ
う

も
よ
お
し

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
座

■
源
氏
物
語
を
読
む
講
座

　

日
本
古
典
文
学
を
代
表
す
る

作
品
で
あ
る
「
源
氏
物
語
」
を

読
み
解
き
ま
す
。

【
と　

き
】
２
月
20
日
㈫　

午
後

１
時
〜
３
時

【
講　

師
】
谷
岡 

武
城 

さ
ん

【
定　

員
】
20
人
程
度

【
受
講
料
】
無
料

■
市
民
パ
ソ
コ
ン
講
座

　「�

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
成
し
て
み
よ
う
」

【
と　

き
】

▽ 

２
月
21
日
㈬　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

▽ 

２
月
28
日
㈬　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時

【
講　

師
】
和
田 

周
子 

さ
ん

【
定　

員
】
14
人

【
受
講
料
】
無
料（
資
料
代
３
０

０
円
は
受
講
者
負
担
）

【
持
参
品
】
筆
記
用
具
、
パ
ソ
コ

ン(

あ
る
人
）

■
ア
ロ
マ
体
験
教
室

　

「�

花
粉
症
対
策
ス
プ
レ
ー
を

作
っ
て
み
よ
う
」

【
と　

き
】
２
月
22
日
㈭　

午
後

国
安
の
郷 

ふ
れ
あ
い
市

 

‐

手
づ
く
り
市

‐　

　

吉
田
ふ
れ
あ
い
国
安
の
郷
で

開
催
さ
れ
る「
国
安
の
郷 

ふ
れ

あ
い
市

-

手
づ
く
り
市

-

」で
の

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。
出
店

を
希
望
す
る
人
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
事
務
局
に
よ

る
確
認
後
、
出
店
の
可
否
を
連

絡
し
ま
す
。

【
と　

き
】
３
月
25
日
㈰　

午
前

10
時
〜
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】
吉
田
ふ
れ
あ
い
国
安

の
郷

【
申
込
・
問
合
先
】
国
安
の
郷 

ふ
れ
あ
い
市

‐

手
づ
く
り
市

‐

事
務
局（
日
高
）
☎
０
９
０

‐

７
５
７
５

‐

０
５
４
５

宇
和
島
市
公
民
館
大
会

　

「
地
域
の
自
治
能
力
の
育
成
と

公
民
館
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
、

地
域
社
会
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
研
究
協
議
し
ま
す
。

【
と　

き
】
２
月
４
日
㈰　

午
後

１
時
〜
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
市
役
所 

２
階
大
会

議
室

【
問
合
先
】
生
涯
学
習
課
☎
内
線

２
７
２
７

吉
田
町
人
権
を
ま
も
る

集
い

【
と　

き
】
２
月
９
日
㈮　

午
後

１
時
30
分
〜

【
と
こ
ろ
】
吉
田
公
民
館 

【
内　

容
】

▽ 

人
権
講
演
会

：

「
寝
た
子
」

は
ネ
ッ
ト
で
起
こ
さ
れ
る
？

 
ｰ

部
落
差
別
は
、
今

ｰ

　

 （
講　

師
）（
一
社
）
山
口
県
人

権
啓
発
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長 

川
口 

泰
司 

さ
ん

▽ 
人
権
作
品
、
発
表

：

婦
人
会

吉
田
支
部
手
話
コ
ー
ラ
ス
、

遠
見
子
ど
も
会
児
童
・
生
徒

に
よ
る
人
権
啓
発
劇
、
人
権

啓
発
作
品
、
ぬ
く
も
り
詩
作

品
展
示 

な
ど

【
入
場
料
】
無
料

【
問
合
先
】
吉
田
教
育
係
☎
４９

‐

７
０
９
８

１
時
30
分
〜
３
時

【
講　

師
】
坂
本 

早
苗 

さ
ん

【
定　

員
】
20
人
程
度（
先
着
順
）

【
受
講
料
】
無
料（
材
料
代
８
０

０
円
は
受
講
者
負
担
）

【
と
こ
ろ
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
受　

付
】
２
月
１
日
㈭　

午
前

９
時
〜

【
申
込
・
問
合
先
】
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
☎
25

‐

７
５
１
４

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル

書
き
方
セ
ミ
ナ
ー

　

「
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
」
の
書
き

方
の
基
本
を
再
確
認
す
る
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。
メ
ー
ル
の
マ
ナ
ー

と
時
短
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
知
り
、

業
務
効
率
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
と　

き
】
２
月
22
日
㈭　

午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
宇
和
島
商
工
会
館

【
内　

容
】

▽ 

例
文
で
考
え
る
メ
ー
ル
の
マ

ナ
ー
と
タ
ブ
ー

▽
件
名
の
ル
ー
ル

▽
送
信
者
名
の
表
示

▽
メ
ー
ル
本
文
の
ポ
イ
ン
ト

▽ 

メ
ー
ル
で
使
え
る
フ
レ
ー
ズ
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市役所への問合先

□本　　　庁☎２４ ‐ １１１１

□吉 田 支 所☎５２ ‐ １１１１

□三 間 支 所☎５８ ‐ ３３１１

□津 島 支 所☎３２ ‐ ２７２１

□宇和海支所☎６２ ‐ ０３１１
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お
し
ら
せ

▽ 

安
全
・
安
心
な
く
ら
し
に
支

障
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま

す

：

防
災
、
減
災
な
ど
の
公

共
事
業
が
進
ま
な
か
っ
た
り
、

災
害
の
復
旧
時
に
大
き
な
労

力
、
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

▽ 

財
産
を
未
来
に
つ
な
ぐ
こ
と

が
困
難
に
な
り
ま
す

：

２
次

３
次
の
相
続
が
発
生
し
、
手

続
き
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な

り
ま
す
。

▽ 

産
業
推
進
の
妨
げ
に
な
り
ま

す

：

農
地
の
集
約
化
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
農
地
、
山
林

が
放
置
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
先
】
愛
媛
県
司
法

書
士
会
☎
０
８
９

‐

９
４
１

‐

８

０
６
５

高
齢
者
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
協
力
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
地
域
の
絆
が
個
人

の
要
介
護
状
態
と
ど
の
よ
う
に

関
連
す
る
の
か
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
と
要
介
護
状
態
発

生
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
返
信
が

と
時
短
テ
ク
ニ
ッ
ク

【
定　

員
】
30
人

【
受
講
料
】
無
料

【
申
込
・
問
合
先
】
宇
和
島
商
工

会
議
所
☎
22

‐

５
５
５
５

こ
こ
ろ
と
く
ら
し
の

市
民
無
料
相
談
会

　

借
金
返
済
や
事
業
経
営
の
資

金
繰
り
な
ど
お
金
の
問
題
や
、

こ
こ
ろ
と
身
体
の
健
康
の
問
題

な
ど
、
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と

に
つ
い
て
、
こ
こ
ろ
や
福
祉
、

法
律
の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
予
約
不
要（
予
約
も
で
き

ま
す
）、
秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
。

【
と　

き
】
３
月
３
日
㈯　

午
後

１
時
〜
５
時

【
と
こ
ろ
】
南
予
文
化
会
館

【
問
合
先
】
愛
媛
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
９

‐

９
４
１

‐

８
０
６
５

相
続
登
記
に
関
す
る

無
料
相
談

　

土
地
や
建
物
の
相
続
登
記
は
、

不
動
産
の
所
在
を
管
轄
す
る
法

務
局
に
申
請
が
必
要
で
す
。
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
と
と
も

に
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
未
来
に
つ
な
が
る
相

続
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
。

■�「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
」月
間

　

全
国
の
司
法
書
士
会
で
は
、

毎
年
２
月
を「
相
続
登
記
は
お
済

み
で
す
か
」月
間
と
定
め
、 

無
料

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
相

続
登
記
、
遺
言
、
遺
産
分
割
協

議
な
ど
相
続
に
関
す
る
相
談
に
、

司
法
書
士
が
適
切
に
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。
事
前
申
込
が
必
要

で
す
。

【
と　

き
】
２
月
１
日
㈭
〜
28
日

㈬【
と
こ
ろ
】
県
下
の
司
法
書
士
事

務
所

■
相
続
登
記
が
さ
ま
ざ
ま
な

　
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
ま
す

　

相
続
登
記
を
し
な
い
と
次
の

よ
う
な
、
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

▽ 

地
域
の
活
性
化
の
妨
げ
に
な

り
ま
す

：

不
動
産
取
引
に
時

間
が
か
か
る
た
め
、
再
開
発

が
進
ま
な
く
な
っ
た
り
、
空

き
家
の
管
理
、
利
活
用
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
の
人
は
、
調
査
へ
の
回
答

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対　

象
】
65
〜
74
歳
の
人（
平

成
29
年
12
月
現
在
）

※ 

１
月
に
調
査
票
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

【
期　

限
】
２
月
９
日
㈮
ま
で

【
問
合
先
】
九
州
大
学
大
学
院
医

学
系
学
府
保
健
学
専
攻（
愛
媛
県

庁
難
病
対
策
係
内
）
☎
０
８
９

‐

９
１
２

‐

１
０
０
０
内
線

３
６
６
５
ま
た
は
高
齢
者
福
祉

課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

内
線
２
１
２
４

農
業
公
開
講
座
「
う
わ

じ
ま
農
の
学
び
舎
」

　

野
菜
、
果
樹
の
栽
培
方
法
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
技
術

習
得
を
援
助
し
ま
す
。
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

【
と　

き
】
２
月
16
日
㈮

▽ 

や
さ
し
い
春
ま
き
野
菜
の
栽

培
技
術

：

午
後
１
時
30
分
〜

２
時
40
分

▽ 

や
さ
し
い
果
樹
の
春
季
管
理

技
術

：

午
後
３
時
〜
４
時
10

分
※ 
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
も
で

き
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】
き
さ
い
や
広
場 

市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
講　

師
】
南
予
地
方
局
産
業
振

興
課
職
員

【
定　

員
】
40
人

【
申
込
方
法
】
２
月
９
日
㈮ 

午

後
５
時
ま
で
に
き
さ
い
や
広
場

「
み
な
み
く
ん
」
作
荷
台
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
記
入
し
提
出

す
る
か
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
南
予
地
方
局
産
業
振

興
課（
二
宮
）☎
28

‐

６
１
４
７

市
長
の
資
産
な
ど
公
開

　

「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

宇
和
島
市
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
基

づ
き
、
市
長
の
資
産
等
報
告
書

の
閲
覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
と　

き
】
２
月
19
日
㈪
〜（
執

務
時
間
中
）

【
と
こ
ろ
】
市
役
所 

総
務
課
秘

書
広
報
係 

※ 

報
告
書
の
持
ち
出
し
は
で
き

ま
せ
ん
。

【
問
合
先
】
総
務
課
秘
書
広
報
係

☎
内
線
２
４
２
５

たうん情報
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お
し
ら
せ

※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://uw
a
jim

a
ka

ng
o.3.pro.

tok2.com
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
申
込
・
問
合
先
】
宇
和
島
看
護

専
門
学
校
☎
２２

‐

６
６
１
１

難
病
啓
発
講
演
会
＆
コ

ン
サ
ー
ト

　

難
病
に
つ
い
て
の
知
識
、
理

解
を
深
め
る
た
め
、
難
病
に
関

す
る
講
話
や
講
演
会
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

入
場
無
料
。

【
と　

き
】
３
月
10
日
㈯　

午
後

１
時
〜
３
時

【
と
こ
ろ
】
き
さ
い
や
広
場 

市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
内　

容
】

▽ 
情
報
提
供

：

「
難
病
制
度
に

つ
い
て
」
宇
和
島
保
健
所 

難

病
・
母
子
保
健
係 

千
羽 

明

日
実 

さ
ん

▽ 

講
話

：

「
難
病
と
は
？
」
市

立
宇
和
島
病
院 

副
院
長
兼
診

療
部
長 

林 

正
俊 

先
生

▽ 

講
演

：

「
神
経
難
病
に
つ
い

て

-

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

-

」

宇
和
島
保
健
所 

健
康
増
進
課 

医
幹 

影
山 

康
彦 

先
生

子
ど
も
の
虐
待

ま
ず
連
絡
を

　

皆
さ
ん
で
子
ど
も
の
虐
待
を

無
く
し
ま
し
ょ
う
。
虐
待
を
見

か
け
た
と
き
は
、
１
人
で
悩
ま

ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
秘
密
厳

守
、
相
談
無
料
。

【
相
談
先
】
福
祉
課
児
童
福

祉
係
家
庭
相
談
員
☎
内
線

２
１
５
５
・
２
１
４
２

愛
媛
大
学
公
開
講
座

■�

踏
み
出
そ
う
！
誇
り
と
愛
着

の
も
て
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

愛
媛
大
学
は
、
市
と
の
連
携

協
定
に
基
づ
き
、
地
域
に
密
着

し
た
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献

活
動
に
大
学
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
関

す
る
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
無
料
。

【
と　

き
】
２
月
18
日
㈰　

午
後

１
時
30
分
〜
４
時

【
と
こ
ろ
】
き
さ
い
や
広
場 

市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

就
学
援
助
制
度

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
義
務

教
育
期
間
中
の
児
童
生
徒
が
安

心
し
て
勉
強
が
で
き
る
よ
う
に
、

家
庭
の
事
情
に
応
じ
て
、
就
学

費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

【
援
助
対
象
】

▽
市
民
税
非
課
税
世
帯 

▽ 

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
人

▽ 

給
食
費
な
ど
の
支
払
い
に

困
っ
て
い
る
人

※ 

収
入
に
よ
る
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
収
入
額
に
よ
っ
て

は
援
助
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
平
成
29
年

度
か
ら
、
就
学
援
助
審
査
時

の
収
入
要
件
を
拡
充
し
、
就

学
援
助
対
象
者
の
範
囲
を
拡

大
し
て
い
ま
す
。

【
援
助
項
目
】
学
用
品
費
、
給
食

費
、
新
入
学
学
用
品
費
、
修
学

旅
行
費
、
校
外
活
動
費 

な
ど

※ 

学
年
な
ど
に
よ
っ
て
援
助
対

象
は
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、

年
度
途
中
で
も
、
家
庭
の
状

況
な
ど
が
変
わ
っ
た
場
合
に

は
申
請
が
で
き
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
先
】
市
内
各
小
中

学
校
ま
た
は
教
育
総
務
課
☎
内

線
２
７
７
０

【
内　

容
】

▽ 

地
方
創
生

ｰ

魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
を
め
ざ
し
て

ｰ

【
講　

師
】
ビ
ズ
デ
ザ
イ
ン
㈱ 

代
表
取
締
役 

木
村 

乃 

さ
ん

【
問
合
先
】
愛
媛
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ

企
画
運
営
部
事
務
局
（
社
会
連

携
推
進
機
構
内
）
☎
０
８
９

‐

９
２
７

‐

８
９
６
４

宇
和
島
看
護
専
門
学
校

■
一
般
入
試（
２
次
）

【
と　

き
】
３
月
６
日
㈫

【
対　

象
】
高
校
卒
業（
平
成
30

年
３
月
卒
業
見
込
含
む
）程
度

※
１
次
受
験
者
は
不
可
。

【
定　

員
】
40
人
（
推
薦
、
社
会

人
入
学
を
含
む
）

【
受　

付
】
２
月
６
日
㈫
〜
21
日

㈬
（
必
着
）

■�

第
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

【
と　

き
】
３
月
10
日
㈯　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
宇
和
島
看
護
専
門
学

校【
対　

象
】
看
護
学
校
へ
の
進
学

を
希
望
し
て
い
る
高
校
生
（
学

年
不
問
）、
社
会
人

【
定　

員
】
60
人
程
度

▽ 

コ
ン
サ
ー
ト

：

ア
ン
サ
ン
ブ

ル
さ
く
ら
、
主
宰 

柏
原 

大

蔵 

さ
ん

【
問
合
先
】
市
立
宇
和
島
病
院
地

域
連
携
室
☎
25

‐

１
１
１
１
内

線
２
２
０
２
２

津
島
や
す
ら
ぎ
の
里

利
用
停
止
・
臨
時
休
業

　

改
修
工
事
の
た
め
、
臨
時
休

業
お
よ
び
一
部
施
設
の
利
用
を

停
止
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

一
部
利
用
停
止

【
と　

き
】
２
月
12
日
㈪
㈷
ま
で

【
対
象
施
設
】
男
湯

：

露
天
風
呂

※ 

利
用
停
止
期
間
中
は
、
男
湯

入
浴
料
を
一
部（
２
０
０
円
）

返
金
し
ま
す
。
入
浴
券
は
券

売
機
で
購
入
し
く
だ
さ
い
。

■
臨
時
休
業

【
と　

き
】
２
月
13
日
㈫
〜
３
月

19
日
㈪

【
対
象
施
設
】
温
泉
施
設
、
プ
ー

ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン

※
特
産
品
販
売
所
は
通
常
営
業
。

【
問
合
先
】
商
工
観
光
課
☎
内
線

２
７
３
５

市役所への問合先

□ 本　　　庁 ☎２４ ‐ １１１１

□ 吉 田 支 所 ☎５２ ‐ １１１１

□ 三 間 支 所 ☎５８ ‐ ３３１１

□ 津 島 支 所 ☎３２ ‐ ２７２１

□ 宇和海支所 ☎６２ ‐ ０３１１
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く
ら
し

　
︵
仮
称
︶宇
和
島
駅
前
複
合
施
設
　
施
設
名
称
お
よ
び
愛
称
の
決
定

　
宇
和
島
市
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー︵
パ
フ
ィ
オ
う
わ
じ
ま
︶

　

現
在
宇
和
島
駅
前
に
建
設
中

の
新
た
な
複
合
施
設
の
名
称

は
、「
宇
和
島
市
学
習
交
流
セ
ン

タ
ー
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
複
合
施
設
は
、
図
書
館
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て

世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
構
成
さ
れ
、
平
成
30
年
度
に

開
館
予
定
で
す
。
ま
た
、
広
報

う
わ
じ
ま
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
募
集
し
た
施
設
の
愛
称
は
、

市
内
外
か
ら
５
５
９
件
の
応
募

が
あ
り
、
選
考
の
結
果
、
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
︵
採
用
作
品
︶】

▽ 

パ
フ
ィ
オ
う
わ
じ
ま

：
松
本 

倫
子 

さ
ん

【
優
秀
賞
】

▽
ら
ぷ
ら

：

高
橋 

祐
太 

さ
ん

▽ 

ｅ
ｋ
ｉ
ｔ
ｔ
ｏ
（
え
き
っ
と
）

う
わ
じ
ま

：

山
内 

一
輝 

さ
ん

▽ 

Ｋ
ｏ
ｎ
ｋ
ａ
ｎ
ａ
（
コ
ン
カ

ナ
）

：

藤
村 

和
子 

さ
ん

▽ 

も
ー
に
プ
ラ
ザ

：

田
中 

勘
太 

さ
ん

も
あ
わ
せ
て
で
き
る
と
思
い
ま

す
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
末
永
く
多
く
の
皆
さ

ん
が
利
用
す
る
魅
力
あ
る
施
設

に
な
る
よ
う
、
開
館
の
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
先
】
都
市
整
備
課
都
市
計

画
公
園
係
☎
２
６
４
２

■�

平
成
30
年
ひ
な
人
形
展

　

毎
年
恒
例
の
ひ
な
人
形
展
を

開
催
し
ま
す
。

　

横
幅
７
．５
ｍ
も
の
ひ
な
壇
に

飾
ら
れ
る
ひ
な
人
形
は
、
公
家

の
し
き
た
り
や
装
束
を
忠
実
に

再
現
し
た
有ゆ

う

職そ
く

雛び
な

で
す
。
内だ

い

裏り

雛び
な

を
は
じ
め
と
し
た
17
体
の
人

形
や
、
２
０
０
点
以
上
も
揃
え

ら
れ
た
調
度
品
は
、
小
さ
い
な

が
ら
も
本
物
さ
な
が
ら
に
作
ら

れ
て
お
り
、
見
応
え
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
同
時
に
宇
和
島
伊
達

家
7
代
藩
主
夫
人
観み

よ

姫ひ
め

所
有
の

ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
す
。
観

姫
の
ひ
な
人
形
は
、
古こ

今き
ん

雛び
な

と

い
う
形
式
で
女
雛
は
高
さ
50
㎝

を
越
え
、
雛
調
度
に
は
大
名
家

に
相
応
し
い
豪
華
さ
と
品
格
を

兼
ね
備
え
た
装
飾
が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
華
や
か
で
愛
ら
し

い
人
形
と
、
桃
の
節
句
に
ふ
さ

わ
し
い
春
の
花
を
あ
し
ら
っ
た

伊
達
家
の
お
道
具
類
と
と
も
に

紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
い
ち
早
く
春
の
気
分
を
楽

し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

【
と　

き
】
２
月
17
日
㈯
〜
４
月

８
日
㈰

【
と
こ
ろ
】
伊
達
博
物
館 

第
３

展
示
室

【
展
示
替
日
】
２
月
15
日
㈭
〜
16

日
㈮
、
４
月
10
日
㈫
〜
12
日
㈭

※ 

展
示
入
れ
替
え
作
業
の
た
め

臨
時
休
館
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
伊
達
博
物
館
☎
22

‐

７
７
７
６ 

22

‐

７
８
１
９

d
a
te

-m
u
@

c
ity

.u
w

a
jim

a
.

lg
.jp

﹁
有
職
雛
﹂︵
館
蔵
品
︶

【
開
館
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
５
時

︵
月
曜
休
館
。
祝
日
の
場
合
は
翌
日
︶

【
入
館
料
】大
人
５
０
０
円
、
高
校
・

大
学
生
・
６5
歳
以
上
４
０
０
円
、
中

学
生
以
下
無
料

　

平
成
29
年
12
月
28
日
㈭
に
、

最
優
秀
賞
お
よ
び
優
秀
賞
受
賞

作
品
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
松

本 
倫
子 

さ
ん
は
こ
の
愛
称
に

つ
い
て
、「
市
の
特
産
品
で
あ
る

パ
ー
ル
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
、
オ
レ

ン
ジ
の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
パ

フ
ィ
オ
」と
名
付
け
ま
し
た
。
子

ど
も
に
も
覚
え
や
す
く
、
市
外

の
人
に
名
前
の
由
来
を
聞
か
れ

た
と
き
に
は
、
特
産
品
の
紹
介
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市役所への問合先

□ 本　　　庁 ☎2４ ‐ １１１１

□ 吉 田 支 所 ☎52 ‐ １１１１

□ 三 間 支 所 ☎5８ ‐ ３３１１

□ 津 島 支 所 ☎３2 ‐ 2７2１

□ 宇和海支所 ☎６2 ‐ ０３１１

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維
持

管
理
な
ど
に
つ
い
て
、
今
一
度

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
警
報
が
鳴
っ
た
と
き

【
火
災
の
と
き
】
大
声
で
周
り
に

火
災
を
知
ら
せ
、
１
１
９
番
通

報
を
し
ま
し
ょ
う
。
可
能
な
ら

初
期
消
火
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

初
期
消
火
が
困
難
な
場
合
は
、

速
や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

【
火
災
で
は
な
い
と
き
】
火
災
以

外
の
湯
気
や
煙
な
ど
を
感
知
し

て
警
報
が
鳴
っ
た
と
き
は
、
警

報
音
停
止
ボ
タ
ン
を
押
す
か（
ひ

も
が
付
い
て
い
る
タ
イ
プ
は
ひ

も
を
引
く
）室
内
の
換
気
を
す
る

と
警
報
音
は
止
ま
り
通
常
の
状

態
に
戻
り
ま
す
。

【
電
池
切
れ
の
と
き
】
音
声
で
知

ら
せ
る
か
、
ピ
ッ
、
ピ
ッ
と
短

い
音
が
一
定
の
間
隔
で
鳴
り
ま

す
の
で
、
新
し
い
電
池
に
交
換

し
て
く
だ
さ
い
。

■
点
検
方
法

【
お
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
】 

警

報
器
に
ホ
コ
リ
が
付
く
と
火
災

を
感
知
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

汚
れ
が
目
立
っ
た
ら
、
乾
い
た

布
で
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
台
所
に
取
り
付
け
た

警
報
器
は
、
油
や
煙
な
ど
に
よ

り
汚
れ
が
付
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
布
に
水
や
石
け
ん
水
を
浸

し
十
分
絞
っ
て
か
ら
汚
れ
を
拭

き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
テ
ス
ト
を
し
ま
し
ょ
う
】
ボ
タ

ン
を
押
す
か
、
ひ
も
を
引
い
て
行

え
ま
す
。
詳
し
く
は
、
取
扱
説

明
書
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
廃
棄
方
法

　

警
報
器
本
体
の
寿
命
は
、
約

10
年
で
す
。
設
置
後
10
年
が
経

過
し
た
ら
新
し
い
警
報
器
に
交

換
し
て
く
だ
さ
い
。
廃
棄
す
る

場
合
は
適
正
に
廃
棄
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
合
先
】
宇
和
島
地
区
広
域
事

務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
☎
22

ｰ

７
５
０
１

く
ら
し

　
津
波
避
難
ビ
ル
を
追
加
指
定

ど
に
よ
り
、
高
台
へ
の
避
難

が
困
難
な
場
合
の
活
用
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

② 

津
波
避
難
ビ
ル
に
は
食
料
や
、

簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の
生
活
物

資
の
備
蓄
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
や
個
人
で
自
活
す
る
備

え
が
必
要
で
す
。

③ 

施
設
の
破
損
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず

施
設
を
破
損
な
ど
し
た
場
合

は
、
所
有
者
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

④ 

施
設
に
よ
っ
て
は
夜
間
・
休

日
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
施
設
ご
と
に

取
り
決
め
ら
れ
た
方
法
に
よ

り
開
錠
し
ま
す
。

⑤ 

津
波
警
報
ま
た
は
避
難
指
示

が
解
除
さ
れ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
自
宅
ま
た
は
避
難
所

（
収
容
施
設
）
に
移
動
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
危
機
管
理
課
☎
４９

‐

７
０
０
６

■
津
波
避
難
ビ
ル
を
追
加
指
定

　

新
し
く
津
波
避
難
ビ
ル
と
し

て
指
定
し
ま
し
た
。

【
津
波
避
難
ビ
ル
と
は
】
津
波
か

ら
の
避
難
が
特
に
困
難
と
さ
れ

る
地
域（
津
波
浸
水
予
想
範
囲

内
）に
対
し
、
や
む
を
得
ず
適
用

さ
れ
る
緊
急
的
、
一
時
的
な
避

難
施
設
で
す
。

※  

津
波
避
難
ビ
ル
は
、
家
屋
を

失
っ
た
被
災
者
が
生
活
す
る

避
難
所（
収
容
施
設
）
と
は
異

な
り
ま
す
。
ま
た
、
指
定
は

地
域
住
民
の
生
命
の
安
全
を

確
実
に
担
保
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
避
難
時
の
注
意
】

① 

津
波
か
ら
の
避
難
は
高
台
へ

の
避
難
が
原
則
で
す
。
津
波

避
難
ビ
ル
は
、
逃
げ
遅
れ
な

笑歩会丸之内

【新規指定避難ビル】　※すでに指定済みの 16 施設は、市ホームページをご覧ください。

吉田高等学校吉田支所 岩松小学校 津島中学校
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海
抜
表
示
、
津
波
避
難
誘
導
標
識
の
設
置
協
力
者
募
集
・
消
防
出
初
式

津
波
緊
急
避
難
場
所
・
地
震
津
波
避
難
訓
練

■�

海
抜
表
示
、
津
波
避
難
誘
導

標
識
の
設
置
協
力
者
の
募
集

　

防
災
へ
の
啓
発
と
円
滑
な
避

難
誘
導
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、

市
が
作
成
し
た
標
識
を
多
く
の

人
の
目
に
つ
く
場
所
へ
設
置
し

て
い
た
だ
け
る
団
体
や
事
業
所

な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

【
対　

象
】
津
波
浸
水
区
域
内
（
市

防
災
マ
ッ
プ
）の
自
治
会
、
自
主

防
災
組
織
、
事
業
所
な
ど

【
内　

容
】
設
置
場
所
に
応
じ
た

標
識
を
作
成
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
２
月
14
日
㈬
ま
で

（
応
募
多
数
の
場
合
は
、
調
整
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■�

消
防
出
初
式

　

市
消
防
団
は
、
春
の
全
国
火

災
予
防
運
動
期
間
に
先
が
け
、

消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。

【
と　

き
】
２
月
25
日
㈰　

午
前

９
時
〜

【
と
こ
ろ
】
総
合
体
育
館 

駐
車

場※ 

荒
天
時
は
体
育
館
内
で
午
前

10
時
か
ら
行
い
ま
す
。

【
内　

容
】

▽ 

消
防
団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ
操

法
▽ 

消
防
救
助
隊
ら
に
よ
る
公
開

訓
練
な
ど

【
問
合
先
】
危
機
管
理
課
☎
４９

‐

７
０
０
６

【
古
城
山
入
口
】

■
津
波
緊
急
避
難
場
所
に
指
定

　

災
害
時
の
津
波
緊
急
避
難
場

所
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
、

古
城
山（
長
堀
）
を
津
波
緊
急
避

難
場
所
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

普
段
こ
の
場
所
は
、
門
扉
が

施
錠
さ
れ
、
立
ち
入
り
禁
止
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
震

度
５
以
上
の
地
震
の
揺
れ
で
自

動
解
錠
す
る
鍵
保
管
庫
を
入
口

に
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
地

震
発
生
後
最
初
に
到
達
し
た
人

が
、
入
口
を
開
放
し
て
避
難
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
防
災

訓
練
お
よ
び
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

【
と　

き
】
２
月
26
日
㈪　

午
後

１
時
ご
ろ
〜

※ 

説
明
会
は
、
防
災
訓
練
終
了

後
に
行
い
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】
古
城
山
津
波
緊
急
避

難
場
所

【
対　

象
】
城
東
中
学
校
生
徒
・

教
職
員
、
近
隣
住
民

明倫小学校

城東中学校　　●
古城山入口

■
地
震
津
波
避
難
訓
練

　

市
で
は
、
津
波
を
伴
っ
た
地

震
発
生
に
備
え
て
、
避
難
訓
練

を
行
い
ま
す
の
で
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
と　

き
】
３
月
11
日
㈰　

午
前

9
時
〜

※ 

実
践
的
な
訓
練
と
す
る
た
め
、

地
震
発
生
の
詳
細
な
時
刻
は
、

非
公
開
と
し
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】
宇
和
島
市
全
域

【
内　

容
】
地
震
発
生
の
訓
練

放
送
後
に
津
波
避
難
場
所
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い(

三
間
町
な
ど

津
波
浸
水
想
定
地
域
外
に
住
ん

で
い
る
人
は
、
地
震
に
伴
う
た

め
池
氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
の

地
域
に
合
わ
せ
た
避
難
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い)

。

︵
総
合
体
育
館
の
使
用
制
限
︶

　

当
日
の
午
前
８
時
〜
正
午
は
、

出
初
式
の
た
め
総
合
体
育
館
が

全
館（
駐
車
場
含
む
）
使
用
禁
止

に
な
り
ま
す
。

　　●

　　●
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【問合先】ＦＭがいや
☎４９ ‐ １７６９

 r-m@gaiya769.jp
http://www.gaiya769.jp/

村田蔵六と

フォークを語ろう

▽  木曜日　

　午後２時～

　午後５時～

　午後１０時～

【パーソナリティ】

村田 蔵六 さん（和剛）

【内　容】青春時代がよみがえる懐かしの

フォークソングを一緒に楽しみましょう。

※ 各番組への感想やリクエストも受け付けて

います。

　マイナンバーカードの申請に使

用する写真を無料で撮影し、申請

手続きを手伝います。詳しくは、

事前にお問い合わせください。

【と　き】 ２月28日㈬まで（土日・祝日を除く)

午前９時～午後４時30分

【ところ】市役所 市民課または各支所市民保

険係

【必要書類】通知カード、本人確認書類、住民

基本台帳カード（ある人）

※ 本人確認書類は、顔写真付きのものは１つ、

顔写真付きでないものは２つ必要です。

　手続き上、お待ちいただく場合があります。

【問合先】市民課☎４９­７０７5または各支所市民

保険係

マイナンバーカード

（マイナちゃん）

木
造
住
宅
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等
整
備
事
業
補
助
金

消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱
等
設
置
費
補
助
金

■�

木
造
住
宅
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

等
整
備
事
業
補
助
金

　

住
宅
の
地
震
対
策
は
耐
震
化

が
基
本
で
す
が
、
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー（
箱
型
）
ま
た
は
防
災
ベ
ッ

ド
を
既
存
の
住
宅
内
に
設
置
す

る
こ
と
で
、
地
震
に
よ
る
家
屋

の
倒
壊
か
ら
一
定
の
空
間
を
確

保
し
て
命
を
守
り
ま
す
。
こ
の

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
整
備

に
対
す
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

【
対　

象
】
旧
耐
震
基
準（
昭
和

56
年
以
前
建
築
）の
木
造
住
宅
に

住
む
人
が
行
う
整
備
に
対
す
る

経
費

【
補
助
率
】
２
分
の
１（
上
限

２
０
０
，
０
０
０
円
）

※ 

予
算
の
範
囲
を
超
え
た
場
合

は
、
受
け
付
け
終
了
し
ま
す
。

■�

消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱
等
設

置
費
補
助
金

　

防
火
意
識
を
高
め
、
初
期
消

火
活
動
基
盤
の
整
備
を
推
進
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
消
火
栓

ホ
ー
ス
、
格
納
箱
な
ど
の
購
入

に
加
え
、
自
治
会
が
管
理
す
る

防
火
水
槽
の
修
繕
な
ど
に
関
す

る
費
用
も
新
た
に
補
助
対
象
と

し
ま
し
た
。

【
対　

象
】
自
治
会
が
行
う
整
備

に
対
す
る
経
費

【
補
助
率
】
２
分
の
１（
資
機
材

ご
と
に
上
限
設
定
が
あ
り
ま
す
）

【
補
助
金
の
限
度
額
】（
公
設
消

火
栓
・
防
火
水
槽
１
基
あ
た
り
）

▽ 

消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱（
１

基
）

：

２
７
，０
０
０
円

▽ 

ホ
ー
ス（
上
限
５
本
）

：

１
本

に
つ
き
１
２
，０
０
０
円

▽ 

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ（
１
本
）

：
１
０
，０
０
０
円

▽ 

管
鎗（
１
本
）

：

５
，０
０
０
円

▽ 

防
火
水
槽
の
修
繕（
１
基
）

：

２
０
０
，０
０
０
円

▽ 

防
火
水
槽
の
附
帯
設
備
の
新

設
・
修
繕（
１
式
）

：

１
０
０
，

０
０
０
円

※ 

防
火
水
槽
の
修
繕
な
ど
の
費

用
を
補
助
対
象
に
拡
充
。

【
消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱
】

【
申
込
・
問
合
先
】
危
機
管
理
課

☎
４９

‐

７
０
０
６

耐震シェルター 防災ベッド

寝室を守る！

市役所への問合先

□ 本　　　庁 ☎2４ ‐ １１１１

□ 吉 田 支 所 ☎52 ‐ １１１１

□ 三 間 支 所 ☎5８ ‐ ３３１１

□ 津 島 支 所 ☎３2 ‐ 2７2１

□ 宇和海支所 ☎６2 ‐ ０３１１
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